
一
日
お
い
た
二
十
八
日
胄
山
教
授
か
ら
関
場
宛
に
、

「
電
見
た
と
も
か
く
直
接
協
議
し
た
き
に
つ
き
至
急
上
京

あ
り
た
し
い
つ
発
た
る
る
か
返
青
山
」

と
直
接
話
し
合
う
こ
と
を
推
め
た
が
、
一
日
お
い
た
三
十
日
関
場

か
ら
青
山
教
授
宛
に
、

「
ご
配
盧
千
万
か
た
じ
け
な
し
こ
の
度
親
族
協
議
お
断
り

す
る
こ
と
に
決
定
す
委
細
文
」

と
辞
退
す
る
旨
の
電
報
を
打
っ
た
。

こ
れ
ら
の
電
文
は
東
大
青
山
胤
通
教
授
か
ら
愛
知
医
学
專
門
学

校
長
兼
病
院
長
に
関
場
不
二
彦
を
推
し
、
そ
の
就
任
を
勧
め
る
内

容
の
も
の
で
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
憶
測
の
域
を
脱
し

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
電
報
に
よ
り
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

白
と
な
っ
た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
断
っ
た
理
由
が
不
明
で
あ
り
、

今
後
も
史
料
の
発
掘
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
璽
梱
坤
蔀
拮
語
読
傘
細
隼
錘
州
蠅
蹄
（
５
）
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

ぬ
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精
斉
（
来
吉
）
は
津
下
古
庵
の
長
男
と
し
て
文
政
九
年
岡
山
市
沼

で
生
れ
る
。
鼎
甫
、
龍
、
猪
三
郎
、
て
い
の
五
人
兄
妹
。
幼
に
し

て
頴
敏
、
天
保
五
年
、
沼
本
寿
庵
の
弟
子
と
な
り
嘉
永
二
年
迄
医

術
修
業
し
郷
里
に
帰
る
。
後
再
び
金
川
の
難
波
抱
節
に
医
学
を
学

ぶ
も
程
な
く
抱
節
の
紹
介
で
適
塾
に
入
門
。
安
政
五
年
七
月
、
三

三
歳
の
時
で
弟
鼎
甫
に
遅
れ
る
こ
と
六
年
。

適
塾
で
は
石
井
宗
謙
の
長
男
久
吉
と
同
期
入
門
。
久
吉
の
入
門

は
同
年
四
月
・
十
九
歳
。
安
政
六
年
九
月
の
塾
生
の
成
績
表
が
あ

り
、
そ
の
六
等
に
精
斉
の
名
が
、
三
等
に
石
井
久
吉
の
名
が
見
え

る
。
安
政
六
年
九
月
は
精
斉
入
門
し
て
一
年
二
か
月
で
三
四
歳
の

彼
と
し
て
は
良
成
續
。
し
か
し
久
吉
は
ず
ば
ぬ
け
た
成
績
で
、
当

時
洪
庵
が
宗
謙
に
送
っ
た
手
紙
に
「
久
吉
様
日
又
一
日
御
進
歩
一

維
新
を
生
き
た
村
医
者
の
生
涯

ｌ
津
下
精
斉
の
場
合
Ｉ

津
下
健
哉
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人
モ
右
二
出
ル
モ
ノ
無
之
籾
モ
々
々
能
キ
御
子
ヲ
御
持
被
遊
候
事

卜
羨
敷
」
が
あ
る
が
、
こ
の
手
紙
の
日
付
け
が
先
の
成
績
発
表
と

同
じ
九
月
で
、
洪
庵
は
こ
の
成
續
を
見
て
手
紙
を
書
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
久
吉
は
の
ち
石
井
信
義
と
し
て
東
校
で
精
斉
弟
鼎
甫
と
共

に
小
博
士
、
中
教
授
と
し
て
互
い
に
親
し
い
関
係
を
続
け
る
。

こ
の
他
、
文
久
二
年
に
は
洪
庵
と
共
に
中
国
・
四
国
の
旅
を
す

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
壬
戌
旅
行
日
記
』
が
あ
る
。
四
月
十
一

日
出
発
、
精
斉
の
実
家
に
一
泊
、
郷
里
足
守
に
帰
り
、
母
の
米
寿

を
祝
う
。
後
中
国
、
四
国
各
地
を
ま
わ
り
、
六
月
二
日
大
阪
に
帰

る
。
こ
の
間
洪
庵
は
各
地
で
多
く
の
門
人
に
逢
う
が
、
中
に
私
の

知
人
、
友
人
の
御
先
祖
が
数
人
含
ま
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
洪
庵

五
三
、
精
斉
三
七
歳
。
旅
行
後
間
も
な
く
洪
庵
か
ら
精
斉
宛
の
手

紙
が
あ
る
。
「
ｌ
関
東
行
之
事
、
去
ル
廿
九
日
表
向
二
御
達
二
相
成
・

冥
加
至
極
之
事
二
御
座
候
。
乍
併
多
病
老
衰
今
更
何
之
御
益
二
立

ツ
ト
申
ス
ニ
モ
之
無
、
先
シ
此
度
ハ
討
死
之
期
来
リ
候
事
卜
明
ラ

居
申
候
」
。
そ
し
て
洪
庵
は
十
カ
月
後
に
死
亡
す
る
。

郷
里
に
帰
っ
た
精
斉
は
当
然
父
の
医
療
を
助
け
た
で
あ
ろ
う
。

墓
表
に
よ
れ
ば
「
旧
年
祇
役
奥
州
」
と
あ
る
が
、
ハ
ッ
キ
リ
し
た

裏
付
け
は
な
い
。
但
し
弟
が
江
戸
に
い
た
の
で
、
あ
り
得
な
い
こ

と
で
な
い
。

明
治
二
年
一
月
に
は
参
与
横
井
小
楠
が
暗
殺
さ
れ
る
。
驚
い
た

こ
と
に
刺
客
の
一
人
に
同
村
の
津
下
四
郎
左
衛
門
（
二
四
歳
）
が
加

わ
っ
て
い
た
事
で
あ
る
。
筆
者
と
同
姓
で
あ
る
が
、
直
接
血
縁
は

な
い
。
詳
細
は
森
鴎
外
の
小
説
『
津
下
四
郎
左
衛
門
」
に
詳
し
い
。

精
斉
は
後
年
彼
の
長
男
正
高
の
東
京
遊
学
に
は
精
神
的
、
経
済
的

援
助
を
す
る
。
明
治
二
年
に
父
古
庵
死
亡
、
当
然
江
戸
の
弟
鼎
甫

も
参
列
し
た
は
ず
。

岡
山
医
学
専
門
学
校
は
明
治
三
年
四
月
に
創
設
さ
れ
た
岡
山
藩

医
学
館
を
最
初
と
す
る
。
精
斉
は
そ
の
創
設
者
の
一
人
に
選
ば
れ
、

教
授
方
試
補
を
拝
命
、
そ
し
て
前
川
準
ら
五
名
は
二
等
教
授
に
、

島
村
貫
吾
ら
は
三
等
教
授
試
補
に
任
命
さ
れ
る
。
こ
の
頃
が
精
斉

の
最
良
の
年
月
で
あ
っ
た
ろ
う
。
前
川
準
は
精
斉
の
妹
「
龍
」
の

夫
で
あ
り
、
貫
吾
は
同
じ
く
妹
「
て
い
」
の
夫
で
あ
る
。
そ
の
後

病
院
の
経
営
が
困
難
と
な
る
と
か
人
材
不
足
、
外
人
医
師
招
膳
な

ど
に
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
精
斉
が
何
時
ま
で
県
病
院
と

関
わ
り
を
持
っ
た
か
不
明
。
こ
の
間
住
ま
い
を
岡
山
市
東
中
山
下

に
移
す
。

こ
の
頃
か
ら
彼
の
不
幸
が
始
ま
る
。
先
ず
明
治
五
年
の
前
川
に

(80） 80



嫁
し
た
妹
「
龍
」
の
死
。
し
か
し
幸
い
に
も
「
龍
」
の
孫
娘
「
こ

う
」
は
精
斉
の
弟
鼎
甫
の
養
女
と
な
り
、
の
ち
中
村
俊
一
を
養
子
。

俊
一
は
後
年
京
都
府
立
医
大
に
生
涯
を
捧
げ
る
。

明
治
七
年
に
は
同
じ
く
妹
「
て
い
」
の
夫
で
青
年
医
師
島
村
貫

吾
が
死
亡
す
る
。
石
井
信
義
の
日
記
の
七
月
二
八
日
の
項
に
鼎
甫

が
妹
婿
貫
吾
の
見
舞
い
に
岡
山
に
帰
る
と
の
記
録
あ
り
。
「
て
い
」

は
縁
あ
っ
て
他
家
に
嫁
ぎ
、
長
男
鉄
太
郎
は
精
斉
が
引
き
取
っ
て

養
育
、
長
じ
て
藤
原
家
を
継
ぎ
藤
原
鉄
太
郎
と
な
り
、
長
ら
く
岡

山
県
医
師
会
長
を
勧
め
、
足
守
の
洪
庵
の
石
碑
裏
面
の
撰
文
は
彼

最
大
の
シ
ョ
ッ
ク
は
明
治
十
一
年
に
お
け
る
独
り
息
子
竹
五
郎

の
死
で
あ
る
。
二
一
歳
の
青
年
で
医
学
校
在
学
中
、
落
胆
の
程
が

知
ら
れ
る
。
明
治
十
四
年
に
は
弟
鼎
甫
も
死
亡
。

次
々
に
身
内
を
亡
く
し
た
精
斉
は
当
然
養
子
を
考
え
る
。
先
ず

候
補
と
し
た
の
が
守
屋
暦
庵
の
次
男
甫
一
郎
で
、
彼
の
岡
山
県
医

学
校
の
第
一
期
卒
業
証
言
に
は
津
下
甫
一
郎
の
名
が
み
え
る
。
そ

の
後
不
縁
。
結
局
児
島
寿
を
養
子
。
明
治
二
九
年
六
月
の
中
外
医

事
新
報
は
医
学
士
津
下
寿
氏
の
愛
媛
県
松
山
病
院
へ
の
赴
任
を
報

じ
、
そ
の
後
彼
は
そ
の
地
で
開
業
す
る
。

に
よ
る
。

精
斉
の
晩
年
は
淋
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
書
画
骨
董
を
愛
し
、

明
治
二
九
年
に
は
恩
師
抱
節
の
顕
彰
碑
を
金
川
に
建
立
。
明
治
三

二
年
に
は
郷
里
の
氏
神
に
石
灯
籠
を
寄
贈
。
同
年
四
月
四
日
七
三

歳
で
死
去
。

（
広
島
県
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
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